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当番講座：
時：平成20年6月7日（土）午前ll時より
場＝総会議事東京医科大学病院本館6階臨床講堂
　　特別講演　東京医科大学病院　本館6階　臨床講堂
　　　　　　　　池田徳彦主任教授（外科学第一講座）
　　　　　　　　（演題）肺癌診療の現状と将来像
　　ポスター発表　東京医科大学病院　第一・第二・第三会議室
　　人体構造学講座、内科学第五講座
一般演題：P1－1～P1－27，　P2－28～P2－45，　P3－46～P3－66
一般演題
Pl－1．
セリパスタチンのヒト大動脈平滑筋細胞の増殖
抑制効果についての検討
（研究生・内科学第二）
○高田　　隆
（内科学第二）
　深沢　伸也、原　　武史、中島　　均
　山科　　章
（免疫学）
　矢那瀬紀子、水口純一郎
【背景と目的】高コレステロール血症治療薬として
使用されるHMG－CoA還元酵素阻害剤は、コレステ
ロール低下作用以外にも動脈硬化抑制作用があると
いわれている。一方、MAPキナーゼファミリーは細胞
の増殖、分化、アポトーシス等に重要な役割を果たし
ていることが知られている。今回HMG－CoA還元酵
素阻害剤であるセリパスタチンのヒト大動脈平滑筋
細胞（ASM細胞）の増殖抑制効果にMAPキナーゼ
が関与しているか否かを検討した。
【対象および方法】ASM細胞はCSC　complete
mediumを用いて培養した。細胞を様々な濃度のセリ
パスタチン（CS：バイエル薬品）存在下で培養し、24
時間および48時間後の生存率をWST－8キット、ある
いはトリパンブルー染色法を用い測定した。アポトー
シスの誘導はフローサイトメトリーを用いて
propidium　iodide法にて決定した。また、　MAPキナー
ゼ活性はウェスタンプロット法を用い評価した。
【結果】ASM細胞はmediumのみで培養すると紡錘
状の形態で付着したが、1μMのCSと共に培養する
と剥離し浮遊した。また、WST－8キットを用いた結果
から、CSの濃度依存性に細胞増殖が抑制されたが、
HMG－CoAの代謝産物であるFPP、　GGPP、メバロン
酸を加え培養すると細胞増殖抑制効果は抑制された
ため、CSによるASM細胞の増i魁印制にはisoprenoid
が関わっていると推測される。次に、トリパンブルー
染色による細胞の生存度はCSの濃度依存性に細胞死
が誘導された。この細胞死がアポトーシスによるもの
かを検討するためフローサイトメトリーを用いPI
staining法で解析すると、mediumのみで培養したもの
（1％）と比較し、17％のアポトーシスの誘導が確認され
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